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1．はじめに

　前回（08年10月）の一行君・幸子さんの結婚式を兼ねた旅行から帰ってき
て10日後日本での披露宴が盛大に行なわれた。
　興奮冷めやらぬまま その帰りに参加者が我が家でお茶をした時であった。

　誰からとも無く、“次の旅行は何処に行くの～～！”
　そんな軽い一言から、その日のうちに 今回のプーケットに決定した！

　プーケットはここ数年 何度か候補に上がったが、いつも出発間際の計画
に エアーが確保できず断念していた。
　今回はまだ3ヶ月前と、動きも早く 、11月の頭にはツアーを確保する事
ができた。

　タイ航空HPでは、11月25日夜、タイで発生した反政府運動のデモ隊によ
り、バンコク・スワンナプーム国際空港が占拠されました。それにより、11
月25日21時から26日午後12時（共に現地時間）の間、同空港が閉鎖となって
おります。
　そんなニュースが飛び込んでから、航空会社や外務省 安全渡航情報など
のHPを読みあさった。

　もしかすると プーケットには行けない？
　行けたとしても、参加者やその家族等からの反感を買う？
　そう思うと、別の場所の検討をしなくてはと、旅行社のHPを読みあさり
半日を費やした。

　12月3日、ソムチャイ政権崩壊を受け、反政府市民団体は、占拠を続けた
空港から退去した。
　何とか行けそう？

　また、今回も現地でのダイビングガイド兼ツアーコーディネーターとなる
とＣばさんとも 何度かのメールのやり取りでダイビングだけでなく、滞在
中のあらゆることをお任せし、我々のツアーが楽しくなる事を確信した。

　さて、今回の旅はどうなることやら・・・。
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☆☆☆旅行データ☆☆☆
●旅行会社 ロイヤルオーキッドホリデイズ　　現地Shop：ダイバーズショット
●ツアー名 Vermilion Tour 2009-Part1 in Phuket
●日　　程 2009年02月06日(金) ～ 11日(水)
●参 加 者 岡安勉・稔枝、加藤一行・幸子、芦谷和男、大沢泰一郎、五十嵐美幸、井田香緒理

日付 時間 スケジュール 食事

02/06㈮

03:30
09:45
16:05
17:25 

集合･出発　佐野(車)＝＝成田駐車場(送迎バス)＝＝成田空港 
タイ航空便TG643便～～～バンコク空港
バンコク空港TG217便～～～プーケット空港
プーケット到着後、送迎車にてホテルへ

〈パトンメルリンホテル泊〉

×
×
機

02/07㈯
07:30 朝：ホテルピックアップ

終日：ダイビング　ピピ島(2div)
〈パトンメルリンホテル泊〉

朝
×
×

02/08㈰
07:30 朝：ホテルピックアップ

終日：ダイビング ラチャヤイ(2div)
〈パトンメルリンホテル泊〉

朝
×
×

02/09㈪
07:30 朝：ホテルピックアップ

終日：ダイビング ラチャノイ(2div)
〈パトンメルリンホテル泊〉

朝
×
×

02/10㈫
20:50
23:50

出発まで：フリータイム
タイ航空便TG224便～～～バンコク空港
バンコク空港TG642便～～～

朝
×
×

02/11㈬
07:30 ～～～成田空港到着

成田空港(送迎バス)＝＝成田駐車場(車)＝＝佐野・解散
機
×
×

●旅　費 名　　目 金　額（円） 備　考　　＊：割勘の1人当たり
ツアー会費 140,000
タイバーツ両替 20,000 B7500(B1＝¥0.375)

国内経費 8,810
空港ビール¥850・牛どん¥480
缶コーヒー¥120・天ぷらうどん¥480
保険¥3,760＊・交通費¥15,000＊

合　　　計 168,810
●旅　費
　（詳細）

名　　目 金　額（円） 備　考　　＊：割勘の1人当たり

ツアー費 92,800 ツアー費89,800・延泊8,000
35日前予約−5,000

成田空港税 2,040 国際線
現地空港税 2,100
燃油サーチャージ 12,200
旅行保険 1,880 損保ジャパンoff! ¥3,760＊

国内交通費 5,000 高速・駐車場・ガソリン代

国内食費、他 4,040＊

つまみ等¥2,634＊

ビデオ制作費¥12,000＊

振込・切手・書籍等¥2,246＊

個人飲食¥1,930

ダイビング料金 B9,800
（¥26,460）

ピピB3,600 
ラチャヤイB3,000
ラチャノイB3,200

飲食費 B2,593＊

（¥7,000）
食費B1,277＊

個人飲食B1,316

土産 B1,907
（¥5,149）チョコレート等

アクティビティ B4,895
（¥13,217）

オカマショー B350
プーケットファンタジー B1750
マッサージ2回B550・サウナ2回B200
バンジージャンプ補助B400
レンタカー B1,646

ﾁｯﾌﾟ、他 B103＊

（¥278）
打上げ費 1,250＊ 3/15開催

合　　　計 173,415 ¥121,310+B19,298（¥52,105）
その他 ¥14,000 免税タバコ¥2,000×7

※旅費と旅費（詳細）の合計に差が出るのは 前回の両替残金があるためです。
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2．出　発

　タイ航空TG643便は7時45分チェックインと言う事で充分に時間の余裕
をみて4時出発であった。
　今回は遅刻者も道を間違える事もなく、高速道も至ってスムーズ。成田に
は6時前に到着してしまった。吉野家にて ゆっくりと朝食をとり 暫し日本
食との別れとなった？

　いつもの成田民間駐車場より空港まで送ってもらう。
　今回、第一ターミナルであるが、過去3回 タイ航空を使ったが、第二ター
ミナルだったのにいつ頃から 変わったのだろうか？

　さて、第一ターミナルに入って思ったのは、いつもの第二ターミナルは
チェックインカウンターを囲う様に鉄の手すり風の柵？があり、入口以外か
ら入れない様になっている。
　またその入口で 預け入れ荷物をⅩ線検査機で検査するのだか、第一のこ
こには、その手すり風の柵もⅩ線検査機もなくとてもすっきりとしていて、
広々と感じられた。

　このシステムは インラインスクリーニングシステムと呼ばれ、成田空港
HPを見たら現在は成田のすべてのカウンターで採用されるみたいです。

　広々とした感じだけでなく、荷物を預けた後にⅩ線検査をするらしいので、
これの行列もなく、チェックインはスムーズに終わった。

　次に 出国ゲートを通過したが、普段使い慣れている第二と違い勝手がわ
からない・・・免税店はともかく、何処で ビール＆一服が出来るのだろう
か～？

　タイ航空TG643はほぼ定刻の9時45分に 動き出した。

　11時頃には 早くも？機内食が出された。
　飲物もどんどん持って来てくれて、気持ち良い 機内サービスであった。

日本での最後の一杯＆一服
ようやく 落着きました・・・
(生ビール850円は高くな～い！？)

日本時間で3時過ぎ頃（現地1時）には
サンドイッチと飲物が出された。
3時のおやつですかね？
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　TG643は現地時間14時45分バンコク スワンナプーム空港に到着した。
　この空港は 開港して日が浅い為か きれいだし 広い！
　乗り継ぎ・入国審査も 迷うことなくスムーズであった。

　入国審査を通過すると目の前には両替所があった。

　国内線ターミナルには、あっちこっちに喫煙室があり、タイ人って タバ
コ吸いが多いのかな？
　搭乗待ちの最終ゲート待合室にも大きなガラス張りの喫煙室が設けられて
おり、愛煙家？の私は大満足であった。

　バンコク発プーケット行きTG217は定刻（16:05）より30分？遅れの17時
前頃離陸した。

　18時前にプーケット空港に到着した。
　バックが出てくるのが少しばかりもたついたものの、既にバンコクで入国
審査も終わっていて税関も止められる事もなくすんなり。

　空港出口ではご覧のように大きな文字で私の名前が書かれており、送迎は
直ぐに判った！

　19時すぎ パトンビーチのパトンメル
リン ホテルに到着した。
　今までの私達には考えられない位？の
大きな 立派なホテルである。
　幾つかの建物がコの字型に建てられて
いて、中庭には大小3つのプールがあっ
た。1万円＝B3,750（B1＝\2.7）

中々良いレートである。
写真右側の方が喫煙室。

国内線TG217の機内食です。 ホテルまでの送迎車と車内の様子です。
空港から我々の宿泊するパトンビーチまでは 約1時間の道のりであった。
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　広めの部屋には、ダブルベットが、隣の部屋とはドア一枚（鏡台左）で行
き来できるコネクティングルームになっていた。
　こちらの部屋はツイン使用であった。
　エアコン・テレビ・冷蔵庫・鏡台にミニバー・テーブルに椅子と備品も充
分であった。
　アメニティ類は シャンプー・石鹸・ボディローション・バスフォーム・
シェーバーに綿棒・ヘアーキャップト・・・タオル大中小、ドライヤーも完
備していたが、歯ブラシが無かった。

　お風呂・トイレの写真がイマイチであったが、みなこぎれいで気持ちよい！
　我々には充分過ぎる程であり、大満足であった。

　ホテルで一休みすると、今回のダイビ
ングガイド兼コーディネーターのとＣば
さんと合流した。
　彼は、プーケットでのガイド暦10年
位？現在は日本にてショップを構えてい
る。冬場ここに出稼ぎに来ている。
　また妹夫婦もプーケット在住で何かと
頼れる心強い 人である。

　さて、夕食を食べにタイレストラン：
KAAB GLUAYに。
　ここは、パトンの街外れ？地元民に人
気の店らしいです。
　今回初タイの人も多く、タイ料理初心
者コースと言う事で選んで頂いたお店で
す。

　食後は一旦ホテルに戻り、パトンの街中のマッサージへ。
　タイ式マッサージ B250/ 1時間。
　タイ式なのに お店の名前は BALI HAI でした！（笑） 　

　その後は 部屋に戻ってシャワー浴びてと・・・
　寝たのは2時（日本時間4時）
　長い初日が終わった・・・！

料理はこんな感じでした。
これ以外にもタイ風チャーハンとかもあったのですが・・・

ビール大瓶9本？ 10本飲んで、金額はB2,150(¥5,800)　650円/1人位でした。
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３．2日目　ピピ諸島でのダイビング

　ダイビング ピックアップは7時半であり、6時起床、ねむい！

　ここのホテルの朝食はビュッフェスタイ
ルで 料理の種類も多かった。
　パンだけでも10種類程あり、それ以外も 
タイ料理・デザート類も豊富。
　パン・料理は 毎日違ったメニューで 飽
きる事も無く 全て美味しい！
　やはり、ランクの高いホテルは違うんだ
なぁ～　と・・・

　さて、とＣばさんのお迎えが来た。
　奥様のアキポンの他、ゲスト２名と一緒に出発。
　シャロン湾の港へと向かった。
　港はプーケット南端にあり、パトンからは車で30分程である。

　シャロン湾に到着すると写真のバスで船
まで移動した。
　埠頭？桟橋？が長いためボートまで歩く
のは大変とか・・・

本日の朝食はこんな感じでした・・・ 本日のダイビングポイント：
ビダﾅｲ島(左)とビダﾉｯｸ島(右)？

高く切り立った島の岩肌が物凄かった
のですが・・・この写真では感動が伝
わらないかなぁ～

　こちらが、我々が使ったボートです。
　プーケットでの日帰りダイブの場合は大
抵このシャロン湾停泊の船を使用するみた
いです。
　また、ダイビングだけでなく、海系のア
クティビティ関連はやはりここの利用が多
いようだ。

　ボートのトップデッキです。定員はわか
りませんが、５０名位なら充分乗れそう？
　これだけ広いと、長い時間の船の移動も
大変楽であった。

　さて、本日のダイビングは あの映画ザ・
ビーチで有名になった、ピピ島の隣の島（ピ
ピ諸島）である。
　シャロン湾から3時間と プーケットでの日帰りダイビングでは一番遠い
部類の場所になります。

　ピピは全般的に石灰石で出来ており、島の景観が見事！海面に切り立った
島の周りや、入り江を潜ります。ウォール、ケーブ、ドロップオフ、アーチ
有りで地形は十分に楽しめます。中層には大型回遊魚の群が見られ、時にジ
ンベイも現れると言う。岩壁沿いにはソフトコーラルやウミウチワ等が多数
付着しています。水底にはトラフザメやリーフ・シャークを見かけることも
有り、地形とフィッシュ・ウオッチングを同時に楽しめる。とガイドブック
等には書いてあるが・・・
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　さて、エントリーすると何か透明度が良くない！
　ここのグリーン色の海はプランクトンが多い為と 聞かされていた。
　そのプランクトンの多さゆえ 沢山の魚たちが集まってくる。

　確かに魚影は濃く 次から次へと魚たちは現れるのだが・・・
　その透明度の悪さから、遠くまで見渡す事も出来ない。
　太陽の光も 届かず 何か感動は半減・・・・

　ですが、砂地ではトラフザメが期待通り居てくれたのが救いであった。

＊見られた魚達
ガンガセいっぱい、タイワンカマスの群れ、シャコガイ、ハナミノカサゴ、
ヤッコエイ、キンセンフエダイの群れ、レオパードシャーク、コバンザメ、
トマトアネモネフィッシュ、カクレクマノミ、ハナヒゲウツボ、オニオコゼ、
イソギンチャクモエビ、ホソフエダイ、ロクセンフエダイ、カスミアジの
群れ、ケショウフグ、ネズミフグ、コーラレバタフライフィッシュ、ミナ
ミハコフグ、ボラ、その他多数・・・

船内のランチはこんな感じです。一応ビュッフェ
スタイルで？食べ放題です！
ソフトドリンクはコーラ又はコーヒー・紅茶・ミ
ロが常時飲み放題でした！

　ダイビングが終わった船内では、ログ書き＆ビールタイムでした。

2009.02.07（Sat）

ポイント名 in out 潜水時間 最大深度 透明度 気温 水温 天候 備考

1本目 ピピビダノック島 12:16 12:55 39分 23.8m 10m 33℃ 27.6℃ 晴れ

2本目 ピピビダナイ島 14:13 14:58 45分 22.3m 10m 34℃ 28.9℃ 晴れ
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　いきなり乾杯風景です！
　ここはプーケットタウンの★★★レストランです。
　（通称ゴザレストラン？ 正式な名前はタイ語で読めなかった！）
　レストラン横の庭にゴザを敷いてテーブルが置いてあるだけ。
　何か笑っちゃいます～！

　※テーブル席もちゃんとありました！

　気になる料金はビール10本も含みB1250。一人当たりB125（338円」）でし
た！　食後はホテルの有るパトンビーチに戻り、芸術を楽しんできました。
　繁華街バングラの中心に有る、オカマショー“＊＊＊＊”です。
　ここでは本場タイのオカマさんのショーが1ドリンク（B300）だったか
な？それだけで、ショーが楽しめます！！
　歌にダンスに笑いに涙？1時間のショーはあっという間だった。

　ショーが終わり、踊り子さんたちと記念写真を撮った。
　オカマさんにキッスされたこの二人だけでなく女性陣にも大満足のショー
であった。

　この後繁華街の中心にてメンバーは解散！
　てんでんに夜の街へと消えて行った・・・

料理はこれ以外にもあったのですが・・
写真がありません！・・
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4．3日目　ラチャヤイ島でのダイビング

　昨日と同じく本日も7時半ピックアップ
　シャロン湾からの乗船も同じである。

　プーケットから南に1時間15分 サンゴ礁のきれいな島です。
　透明度が高く、流れも比較的穏やかな場所でのドリフトダイビングです。
　枝サンゴがびっしり並び、バラクーダ・ヨスジフエダイ・ギンガメの群れ
は特に素晴らしい。海底は珊瑚砂で真っ白！とてもきれい！
　ガーデンイールや様々なハゼ、ヒレナガネジリンボー等々見れる。
　沈船もあります。
　と、ガイドブックなどには書いてあります。

2009.02.08（Sun）

ポイント名 in out 潜水時間 最大深度 透明度 気温 水温 天候 備考

1本目 ラチャヤイ バンガローベイ（右岸） 10:08 11:01 53分 14.3m 8m 32℃ 28.0℃ 晴れ

2本目 ラチャヤイ バンガローベイ（左岸） 12:04 12:57 53分 12.3m 8m 33℃ 28.3℃ 晴れ

＊見られた魚達
タイワンカマスの群れ、フタスジタマガシラ、ミナミハコフグ、アカハチ
ハゼ？、ハリセンボン、ミズタマハゼ？、スカンクアネモネフィッシュ、
ドクウツボ、フウライチョウチョウウオ、インディアンレッドフィンバタ
フライフィッシュ、コーラレバタフライフィッシュ、ヒトスジエソ、モン
ハナシャコ、コブシメ、ツノダシ、トライアングルバタフライフィッシュ、
スミツキトノサマダイ 、ツブツブコイボウミウシ、その他多数・・・

シャロン湾 出航後
まだ？元気な女性陣

乗船すると、本日も朝食が出された・・・

本日のダイビングはラチャヤイ島である。
ラチャヤイ島　バンガローベイ(湾)
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　ダイビングも早く終わった為、シャロン湾からの帰り道サウナに寄りました。
　名前はORAWAN SAUNA　B100/ 1日　だったかな？
　プール奥の建物がサウナで、左側は カウンターにマッサージルームがあ
ります。
　以前にもタイのサウナにも入りましたが、ここも香草の香がきついのと、
それ以上に温度が高すぎ！？サウナのドアを開けた瞬間に 火傷する？と思え
るほどの熱気です。何とか中に入るものの数分で物凄い汗！プールに飛び込
みクールダウン！！これを何度か繰り返し、シメはマッサージ（B300）でした。
　私の担当のオバサンのマッサージは結構強めで痛いほどだった。

途中“どう？”と聞かれ 余りの痛
さに 

“痛～い！　いたぁ～い～ ！！　強い
よぉ～！”を英語で

“ベリーハード”と連呼したのだ
が・・・
更にマッサージは強くなる一方・・・
　もうダメ 死ぬかと思うほどの辛
い1時間でした！（笑）

　本日の夜は“プーケット陸上編”今回の最大のイベント？
　プーケットファンタシーに行った。

　ここは夕方から開園する、プーケット最大のテーマパークである。
　王国のファンタジーと呼ばれるショーは、１５０人のダンサーと約２０頭の象、
牛やヤギ・ニワトリ 鳩等によって1時間半にわたって演じられるショーは
見応えがあります。
　このショーにはカメラ類は持ち込めないため写真はありません！　

本日のランチはこんな感じです。タイカレーに春巻き・サラダに炒め物でした。 入場料B1,500(4,050円)VIPシートB250と少々高めですが・・・
プーケットに行ったなら、一見の価値有です！
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5．4日目　ラチャノイ島でのダイビング

　本日も 今までと変わらぬ7時半ピックアップ・シャロン湾からの乗船で
す。
　ただ今までと違うのは、加藤君達2人は明日帰る日程の為、ダイビングに
参加しない という事です。
　この二人は今日の夕方日本へ帰るため、朝食後お別れとなった。

　本日のダイビングはラチャノイ島です。
　昨日のラチャヤイ島はプーケットより1時間15分。そこからさらに南に30
分 南北に長い島です。
　外洋に面してダイナミックなポイントが多く、運が良ければマンタに遭え
るかも？
　透明度もよく珊瑚礁はキラキラときれい。島の両先端（ノースとサウス）
にある隠れ根で、潮流の強い日もあるが、その分大物に遭遇する確率も高い
です。
　日帰りで行ける場所ではベストポイントと言われる。

2009.02.08（Sun）

ポイント名 in out 潜水時間 最大深度 透明度 気温 水温 天候 備考

1本目 ラチャノイ サウスチップ 11:14 11:48 34分 25.6m 15m 32℃ 27.3℃ 晴れ

2本目 ラチャノイ ノースチップ 13:24 14:03 39分 21.7m 10m 33℃ 28.2℃ 晴れ

＊見られた魚達
　レオパードシャーク、ハタタテダイ、ヤッコエイ、モヨウフグ、ウメイロ
モドキの群れ、ドクウツボ、ハリセンボン、ケショウフグ、ゴマアイゴ、ハ
タンポ、サバビー、その他多数・・・

朝食風景　加藤X2 ラチャノイ島
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　ダイビングの合間の休憩中 レスキュー講習のお手伝いをしました。
　私は死人役、講習生の藤田夫妻は一生懸命でした！

　ダイビングの帰り、ボートマンは釣りをしています。
　この日はカツオにマグロと大漁！　お裾分けを頂きました！！

　いきなり夕食です！
　無事3日間のダイビングも終了してかんぱ～いです！！
　ご一緒した藤田夫妻、ガイドのとＣばさんも同席して頂きました。
　場所はバングラのオーシャンデパート1Ｆのタイスキレストラン“＊＊＊”
です。
　気になる金額は、9名で飲んで食ってB5,000（13,500円） 1人頭1,500円
位でした。

　今晩も食後はここで解散！！　皆夜の街へ消えて行った・・・

こんな時に限って、醤油とわさびを持参しなかった！
塩のみで頂きましたが、さすが新鮮です！

タイスキの具はこんな感じです。肉系(左)　魚系(右)です。
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6．5日目

　本日 プーケット最終日です。
　ダイビングも無い為、朝はいつもより 少しだけですが、ゆっくりする事
が出来た。

　今回このホテルのチェックアウトは12時だったが、今後の予定も考え、朝
食後には済ませた。
　お土産のチョコレート類も涼しい所に保管してくれ、安心してこの後出か
けることが出来た。

　9時過ぎだったか、とＣばさんに来て頂き、まずはタウン郊外にある大型
のスーパーマーケット“Big Ｃ”へ
　ここでは、日本へのお土産を買う予定が・・・
　仕事柄？、ついついこういう製品に目が言ってしまう・・・

（写真：左）HPのパソコン B17,990（48,500円位）まぁまぁかなぁ～

（写真：中）メーカーは？ DVDも再生できるステレオ？ B2,990（8,000円位）安い！？

（写真：右）アジアでは定番の電気瞬間湯沸しシャワー 日本の各メーカー揃ってる～う！

　ちゃんと？日本への土産も買って次へ出発

　さて次は ここです。
　ここも、参加者が是非共 像に乗り
た～い！？ と言う事で・・・
　エレファント トレッキングにやっ
てきました。
　料金はB800（2160円）／ 30分
　　　　B1,000（2,700円）／ 45分
　　　　B1,200（3,240円）／ 60分

　女性陣が像に乗ってる間、男性陣は高台でビールタイム！

　お次は、ここ

　もう直ぐお昼と言う事で立ち寄った地元ローカルレストランです。
　ここでは、食事をせずテイクアウトにしました。

とても楽しそうな女性陣
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　ホテルに戻る途中に見えたバンジージャンプです。
　折角だから、行くだけ 行って見よう！ と言ったら、イダちゃん曰く“私、
一生に1回やってみたかったんです！”
　彼女の口からそんな言葉が出るなんて、誰もがびっくり！！

　そして、本当にトライしました！

　ゴンドラが最上部まで到達し、立ったイダちゃんの姿が見えたと思ったら、
いきなり飛び降りた！！
　怖くて飛べないでちゅうちょする姿を想像していたが、余りの速さにカメ
ラマンは大慌てでした。凄すぎ！

　イダちゃんが無事飛んだ事で、次にコイタンが矢面にたたされた！
　最初かなり嫌がっていたものの皆の説得に負け？

　コイタンも チャレンジです！

　こちらも 飛ぶのが早かった！
　見てる側にしてみると、少し位ビビって飛べない方が面白いのに～！
　ちなみにここのバンジーは、B1,500（4,050円）だったかな？
　飛べた人には認定書とＴシャツがもらえました。

一生に一回を成し遂げたイダちゃんと
男になれた？コイタンです。
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　さて一旦ホテルに戻り、最後にやってきた所です。
　ここは、パトンのサウナ（休憩所）です。
　入場料B100（270円）

　サウナに入る前に腹ごなし。
　ランチ風景？

　先程のローカルレストランで、テイクアウトしたランチです。
　肉めし？（左）と鶏めし（右）どちらも思った以上に美味しかった！

　さて、食後はサウナです。

　サウナの入口を開けると物凄い蒸気
で中はまったく見えません！

　熱いです！！ 5分も入っているとこ
んな状態です！

　サウナから出ると中庭のプールで
クールダウン！きもちい～い！

　サウナの後はマッサージと思った
が、マッサージ師の人数が足らず、女
性陣のみ気持ち良さそうに受けてい
た・・・残念！！
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7．帰省

　サウナに入りさっぱりしてホテルに戻ると、既に旅行会社のピックアップ
が待っていた。
　急いで、トイレに帰り支度に着替え、迎えのバンに乗り込んだ。
　とＣばさんとは、慌しくお別れとなった。 　

　1時間ほどで、プーケット空港に到着。
　添乗員が、チエックインカウンターまで案内してくれ、時間も早かった為 
スムーズにチエックイン完了である。

　プーケット発バンコク行きTG224は20:50定刻通り出発した。
　22:15バンコク到着。
　さて、一服と思ったら喫煙所が見つからない・・・
　行きの乗り換え時は沢山の喫煙所に感激だったのに・・・
　よくよく考えてみると、来た時は国内線ターミナルで、帰りの今は国際線
ターミナルである。
　世界的に禁煙運動が高まる中、国際線ターミナルに喫煙所が少ないのは対
外的な政策なのだろうか？

　バンコク発成田行きTG642は23:50離陸した。
　シートベルトサインが消え、飲物が配られる頃には 既にぐっすりであっ
た。
　寝てしまってその後の事はわからないのだが、夕食（夜食）は出たのだろ
うか～？

　朝6時頃、機内のザワツキで目が覚めた。
　朝食が配られ始めた。

　朝7時半、TG642は成田に到着した。今回の旅は終わった。。。

空港ターミナル外に出ると寒い～！

待ち時間に軽く夕食をとった。
写真のハンバーガー類(2人分)でB480(1,296円)と
やはり空港は国際価格？決して安くは無い！

眠そう～な二人・・・でも食欲はしっかりある様だ。
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8．終わりに

　今回5年ぶりのプーケットであった。
　5年前と比べると、その間にインド洋スマトラ島沖大地震による大津波の
被害もあり、どーなってるだろう～　とは思っていたが、現地を良く知る人
曰く、津波後のプーケットはバブルが続いていると言う。

　確かにパトンはあっちこっち建設ラッシュである。
　以前には無かった大型のホテルやデパートも次々と建てられ、建設中のビ
ルも多く見られた。

　ダイビングの行き帰りの車中からの光景は、こんなにホテル建てちゃって 
お客が来るの？そう思わず口にしてしまう。

　また、以前は 凄いバイクの数と 思った街も、今では それ以上に車が増え、
場所によっては長い渋滞が出来るほどであった。

　発展・成長は否めないが、その結果 観光資源の自然崩壊や 我々にとって
はとても重大な物価の高騰は 避けてほしいなぁ～と思ってしまう･･･

　さて、ダイビングの方はと言うと･･･
　プーケットでのダイビングは、これまた時代の流れ？
　ダイビングボートの大型化により船酔いもなく、ゆっくりとポイントまで
行ける。休憩やランチタイムも揺れも少なくゆったりである。

　反面小さなダイビングショップは、ボートを持つことが出来ず、船会社に
依存してしまう。結果、船会社のスケジュールにより月曜日は＊＊＊ポイン
ト、火曜日は○○○ポイントと、潜るポイント・金額も決まってしまう。

　大きなボートだけに、大量のダイバーが一度にポイントに行けるのも良い
事かも知れないが、それだけのダイバーのエントリー・エキジットにも時間
がかかってしまう。

　また、そもそもここでの日帰りボートダイビングは、ポイントまでの時間
が一番近い所でも1時間以上、ピピ島辺りだと片道3時間もかかってしまう。

　2ダイブするのに、ホテルピックアップ朝7時半、ホテルに戻るのは夕方
と1日がかりである。それだけ時間をかけても潜る価値のある海かは、海況
や人それぞれの感じ方で異なるであろうが、私達にしてみると、前回のパラ
オが感動的過ぎた為？それは少なかった。

　多くの日本人ダイバーは、4泊か5泊の旅行中、中2日もしくは3日のダ
イビングで、最終日のみ観光と言った感じになってしまう。

　陸上の観光やアクティビティが充実しているプーケットにとって、この1
日では到底遊び尽くすことは不可能であり、ダイビング中の移動時間はかな
り無駄に感じられた。

　プーケットではスピードボートも安価で借りられるらしく、大型ボートの
1/3程の時間でポイントに到着できるらしい～
　次回はこれを使ってのダイビングにもチャレンジしたい。
　その頃には現地日本人ショップ辺りなら、既にこの案を採用してるかな？

　また、やはりここに来るなら、シミランクルーズ等の船に数泊し、本来の
プーケットでのダイビングを味わいたい とも思う。
　ボートチャーターは別として、日帰り・クルーズとも、船会社等のスケ
ジュールにあわせて旅行日程を決めないとダメと言う事を念頭に、考えるべ
きである。

　さて、ダイビングでの不満がちと多かったですが、海も陸上も両方大いに
楽しめる場所って余り無い気がします。
　また、雨季のプーケットはダメと聞いていたが、いやいや楽しい～みたい
です！

　まだまだ奥深い『プーケット』、近い内に また訪れたいと思います！
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　最後に今回お世話になった方々です。

現地ガイトのとＣばさん
海も陸も朝から晩まで大いに楽しませ
てくれます！
プーケット旅行に不安のある方は一度
相談されてみては如何ですか？
dive@divershot.com

現地ガイトの丹羽さん
安全・安心が第一のガイドさんでした。
一年中プーケットに居ますので現地情
報は 新鮮です！

ファンダイブ・夕食、プーケットファ
ンタシー等御一緒した藤田夫妻です。
今回15日滞在で、ダイビング・ゴルフ・
釣りと毎日日替わりでプーケットを楽
しんでおられました。

　さて、こんな感じで今回は終わりです。
　最後まで見て頂いて有難う御座いました。

　これを書いている最中、シミランクルーズでの転覆事故のニュースを目に
した。
　クルーズの帰港途中、急変した悪天候により、船が沈没したそうです。
　今現在、乗客・乗員23名は救出されましたが、日本人1人を含む6名の方
が今もなお、行方不明になっています。
　また、1人のご遺体も発見されました。
　とのことで・・・
　このショップは日本の資本も入った、安全をうたっているプーケットでは
大手のショップだけに天候が原因だとしても非常に残念である。
　残り6名の早期発見と、亡くなられた方のご冥福を心よりお祈り申し上げ
ます。


